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  ２月２８日（月）第３回学校運営協議会が岡部小学校で開催されました。 

今回はコロナ禍でもあるため、子どもたちの授業参観はせず、協議会のみの開催となりました。  主な議題は、  

 １  本年度の３校の学校評価及び来年度の教育計画 

   ２  岡部中学校区小中一貫教育推進計画の進捗状況について 

 ３  本年度の学校運営協議会の取組及び来年度に向けた課題 

 小中一貫教育の開始から２年。その総括となる意義ある会となりました。 

 ●本年度の学校評価及び来年度の教育計画 

   三校の校長先生から本年度の教育活動を振り返って児童生徒、保護者 

 が行った評価の集計・分析を伺いました。（既に家庭配布済） 

                             ・肯定的（できたと捉えている）な主な項目 

                               学校が楽しい、授業がわかる、進んであいさつ、家で読書（小学校） 

                                ・前年度より下がる、肯定的でない主な項目 

                                  進んで取り組む、進んで体を鍛える、メディアコントロール 

                                 各校とも評価を分析し話し合いを重ね、本会にて、令和４年度各学校の 

                               重点目標、経営方針を提示し承認されました。 

 

●学校運営協議会の本年度の取組及び来年度の課題 

  コロナ禍でもあり、かなり制限された活動になりましたが、本年度も家庭や 

地域から多くの支援を頂いて子どもたちの学びの充実が図られました。中でも 

Ｏ．Ａ．Ｐ（おかべアサギマダラプロジェクト）は、子どもたちの活動が小中学校を繋げ 

その活動が地域にも拡がりました。地域の多くの方から「今年も応援するよ」の声が届いています。 

  さらに、協議の中で出された来年度に繋げたい事柄として、 

 ・小中連携した相談体制・・・例えば、中学生が小学校教員に相談できる、小学校教員が中学生の面接を など 

 ・コロナ禍でもできる教育活動や支援活動方法を検討工夫していく。 

   （本年度の実践・・・オンラインでの三校合同学校保健委員会、対面しないでの読み聞かせボランティア など） 

 ・中学生や小学校高学年の力を地域防災に取り入れる。 

 ・教育活動の「情報」を家庭、地域に広く届ける方法を工夫していく。 

 ・本年度の学校評価より三校の共通しての課題と思われる「メディアコン 

  トロール」や「読書」について、家庭、地域それぞれ何ができるか解決 

  策を学校運営協議会として考えたい。 

  ※会の資料、会議録は、支所分館に設置してある冊子をご覧ください。 

「自立 共生 郷土愛」 ～自分大好き 友だち大好き おかべ大好き～ 

を目指し、今後も「地域とともにある学校づくり」を進めていきます。 

自分大好き  友だち大好き おかべ大好き  

                                                                   

回覧用 

第３回学校運営協議会が開催されました 

 

 

 

 

 

「もぐもぐお話会」岡小ボ 



                                                              

 

  ２月２５日（金）岡部中学校１年生が「岡部」を知る活動の学習のひとつとして、 

元岡部観光案内所の竹内勝さんよりお話を伺いました。これまで、多くの「岡部」を 

紹介する講話やフィールドワークをされたご経験から、今回は「岡部宿と木喰物」の 

タイトルでの内容となりました。 

                                    はるか縄文時代から今日に至るまでの 

                                    岡部の歴史上から、特に「岡部宿」について手元に用意された資料も見 

                                    ながら詳しく学んでいきました。 

                                     現在岡部の３つの寺に６体 

                                    の「木喰物」が残されている 

                                    ことを知りました。１８００年頃 

                       の           木喰上人がこの地に滞在し、                                 と 

                                   彫ったとされています。 

 丸みを帯びた顔立ちと特徴のある微笑みから「微笑仏」とも呼ばれている 

そうです。竹内さんは「郷土の誇りとして覚えていてほしいです。」と子どもた 

ちに話されました。 岡部のことを知る一歩となりました。 「まるまると まるめまるめよ わが心 まん丸丸く 丸くまん丸」 

 

 

 

 ３月４日（金）朝一小の４年生が社会科の授業で、地域学習まとめの学習 

「ふるさと朝比奈」のお話を竹内さんより伺いました。朝比奈の身近な自然や 

歴史、産業、伝統文化に至るまで、ご自身で撮影された景色や集められた資 

料を元に分かりやすい内容で、楽しく学習しました。「素晴らしい朝比奈の自然 

あったかい人の気持ち・・朝比奈好き？」と問われると「はい！」と元気な回答が子どもたちから返ってきました。 

竹内さんのお話から、小中学生共に、「おかべ大好き」「朝比奈大好き」の思いを強くしたことと思います。 

 

 

 

 

 

  ３月１日（火）、卒業生の中西凛さんが岡部中３年生に美術の授業を行いました。 

中西さんは現在、東京藝術大学３年生。市主催の「びじゅつじょろん」の催しのひとつ 

                               として、「授業」が行われました。岡部小中学校の 

                               時からアニメの模写やものづくりが好きで、進路を高校大学と美術を専門に学 

                               ぼうと現在に至るそうです。数々の作品を紹介しながらのお話は彫刻の面白さ 

                               を感じることができました。「岡部に育って、身近に山があって、仲のいい友人が 

                               いて、甘い香りの中で育った（家はミュゲさん）ことが今の自分の成長に生きて 

                               いる」の言葉が印象的でした。卒業目の前の３年 

                               生へのエールになったことと思います。 

４月からの新しい年度も地域の皆様のご支援ご協力をお願い致します。    

    （本年度のお便り最終号）              「春はそこまで・・」（岡部小美化ボ）→ 
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（総合的な学習） 「岡部」を知る活動  岡部中１年 

４年生が社会科の授業でもお話を聞きました 朝一小 

オンラインで、「ようこそ先輩！」 

卒業生による美術の授業 岡部中 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品を岡中に展示 


